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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第103期
第２四半期
連結累計期間

第104期
第２四半期
連結累計期間

第103期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (千円) 7,339,708 6,940,080 15,658,928

経常利益 (千円) 145,178 135,033 300,710

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失(△)

(千円) 103,808 128,803 △329,914

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 123,531 25,253 △201,574

純資産額 (千円) 11,840,843 11,459,387 11,528,528

総資産額 (千円) 26,119,066 26,165,936 26,524,073

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり当期純損失(△)

(円) 26.02 32.13 △82.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.33 43.80 43.46

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △914,908 △137,115 45,947

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △136,310 842,658 △124,325

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △280,783 △252,025 △453,756

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,019,480 2,271,280 1,817,762
 

 

回次
第103期
第２四半期
連結会計期間

第104期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 58.08 66.88
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

しておりません。

２ 「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、潜在株式が存在しないため記載をしており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）の営む事業の内容について重要な変更

はありません。

また、主要な関係会社の異動は以下のとおりです。

 
 (和装事業)

当社の連結子会社であった㈱しるくらんどは、2022年４月１日付で当社の連結子会社であるツカモト市田㈱を存続

会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

この結果、2022年４月１日より当社グループは、当社及び連結子会社１社により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更等はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
(1）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間における資産の部は、前連結会計年度末に比べ358百万円減少し、26,165百万円とな

りました。これは投資その他の資産における出資金が回収されたことにより700百万円減少し、アウトレット店舗

の固定資産の売却等により、有形固定資産の建物及び構築物が260百万円減少したこと及び流動資産における現金

及び預金が453百万円、受取手形及び売掛金が288百万円それぞれ増加したことによるものです。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ288百万円減少し、14,706百万円となりました。これは流動負債において

前連結会計年度に引当金として計上したライセンス契約終了損失引当金が130百万円減少し、短期借入金(1年内返

済予定の長期借入金を含む)と固定負債における長期借入金を含めた借入金の合計額が126百万円減少したことによ

るものです。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ69百万円減少し、11,459百万円となりました。これはその他の包括利益

累計額におけるその他有価証券評価差額金が46百万円、繰延ヘッジ損益が48百万円それぞれ減少し、自己株式が22

百万円増加したことによるものです。

 
(2) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、７月以降の新型コロナウイルス感染症（以下「コロナ感染

症」という。）第７波の急拡大により再び社会・経済活動が縮小傾向となりましたが、コロナ感染症の感染防止対

策と経済活動の両立が進んだことなどにより以前のように経済が大きく停滞することもなく推移いたしました。し

かしながら、外国為替市場での急激な円安傾向、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に加え、原油をはじめとし

た資源価格の高騰等によって、世界情勢が不安定となり、依然として先行き不透明な状況が続いています。

このような環境下にあって当社グループは、和装事業におきましてはコロナ感染症の感染防止対策と経済活動の

両立が進んだこと、前期と比べて催事数も増加したこと等により、売上増となりました。洋装事業におきまして

は、新規案件が減少したことにより売上減となりました。ホームファニシング事業におきましては、「ラルフ

ローレン ホームコレクション」のライセンス契約が終了し、店頭での販売から商品を供給する事業へと変更とな

り売上減となりました。健康・生活事業におきましてはテレビ等の通信販売の不振もあり売上減となりました。

厳しい経営環境下ではありますが、当社グループにおきましては、2022-2024年度を計画期間とする新中期経営

計画「成長と変革に向けての新たな挑戦」を掲げ、既存事業の黒字化と新規事業の立ち上げ、上記事業を支える組

織体制を変更してこの４月より新中期経営計画期間のスタートを切りました。①消費者へのダイレクト提案、②成

長拡大路線への回帰、③全営業部門の黒字化、④効率経営の実践と生産性の向上、⑤コア事業の強靭化と新規事業

開発の促進を５つの基本方針として、攻めと守りのメリハリをきかせ、事業単位の最適化を図り、事業部横断型の

新規事業部門を設立することで全社的な取組みとしての新事業領域の開発を推進して事業規模の縮小に歯止めをか

け、１株当たり年間配当額30円をベースとした継続的な株主還元の実施を目指してまいります。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は6,940百万円(前年同期比5.4％減)、営業利益

は57百万円(前年同期比33.0％減)、経常利益は135百万円(前年同期比7.0％減)、親会社株主に帰属する四半期純利

益は128百万円(前年同期比24.1％増)となりました。

セグメントの業績は、以下のとおりであります。

 
＜和装事業＞

ツカモト市田株式会社における和装事業につきましては、コロナ感染症の感染防止対策と経済活動の両立が進ん
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だことにより、前期と比べて催事数が増加し、売上増となり損益も改善しました。

以上の結果、当事業分野の売上高は588百万円（前年同期比は3.3％増）、セグメント損失（営業損失）は102百

万円（前年同期はセグメント損失127百万円）となりました。

 

＜洋装事業＞

メンズ事業、レディス・ＯＥＭ事業につきましては、アパレルの店頭不振の影響により、受注額が減少して減収

となりました。

ユニフォーム事業につきましては、ユニフォーム商品の新規案件の減少に加え、急激な円安と原料価格の高騰に

より利益率が低下し、減収減益となりました。

以上の結果、当事業分野の売上高は2,620百万円（前年同期比5.1％減）、セグメント損失（営業損失）は59百万

円（前年同期はセグメント利益26百万円）となりました。

 

＜ホームファニシング事業＞

ホームファニシング事業につきましては、前連結会計年度末に「ラルフ ローレン ホームコレクション」のライ

センス契約が終了し、店頭での販売から商品を供給する事業へと変更したことで売上減となりましたが、経費の節

減効果もあり大幅な増益となりました。

以上の結果、当事業分野の売上高は1,563百万円（前年同期比16.5％減）、セグメント利益（営業利益）は207百

万円（前年同期比419.0％増）となりました。

 

＜健康・生活事業＞

健康・生活事業につきましては、テレビ等の通信販売の不振もあり売上減となったことに加え、円安と原材料の

高騰による急激な商品コストの上昇により利益率が低下し、大幅な減益となりました。

以上の結果、当事業分野の売上高は1,688百万円（前年同期比1.2％減）、セグメント損失（営業損失）は95百万

円（前年同期はセグメント利益13百万円）となりました。

 

＜建物の賃貸業＞

建物の賃貸業につきましては、テナント状況に大きな変化もなく、前連結会計年度並みに推移しました。

以上の結果、当事業分野の売上高は516百万円（前年同期比7.2％増）、セグメント利益（営業利益）は274百万

円（前年同期比2.3％減）となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。)の残高は、2,271百万円となり

前連結会計年度末から453百万円の増加（前年同期は1,330百万円の減少）となりました。この主な要因は以下の通

りです。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は137百万円(前年同期は914百万円の減少)となり

ました。これはライセンス契約終了により棚卸資産が減少したこと、仕入債務がやや増加したものの売上債権の増

加がこれを上回ったこと等が主な要因であります。この結果、前年同期と比べて777百万円の支出の減少となりま

した。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は824百万円(前年同期は136百万円の減少)となり

ました。これは、ホームファニシング事業におけるライセンス契約終了によって生じたアウトレット店舗の固定資

産売却により、有形及び無形固定資産の売却による収入が295百万円生じたこと、及び出資金の回収による収入が

700百万円生じたことが主な要因となります。この結果、前年同期と比べて978百万円の収入の増加となりました。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は252百万円(前年同期は280百万円の減少)となり

ました。これは主に短期借入金の収入と支出による126百万円の減少と、配当金の支払額である120百万円の支出に

よるものです。この結果、前年同期と比べて28百万円の支出の減少となりました。

 
(4) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社グループの資本の財源及び資金の流動性については、業績目標の達成と共に経費節減に努め、資本の財源は

利益による積上げを継続的に行うことを基本方針とし、安定的な配当政策の継続を図っております。

資金の流動性については、利益の確保、滞留債権の削減及び在庫の圧縮により必要運転資金の増加を抑えること

で、キャッシュ・フローの安定的な確保に努めております。

また、新型コロナウイルス感染症における収束の兆候も見えつつありますが、円安や原材料の高騰における影響

を大きく受けている部門もあり、先行き不透明な状況であります。このような状況下において当社グループでは経

費削減は勿論のこと、在庫管理を重要なテーマとして掲げ、資金効率の向上を図っております。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

また、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針における重要な変更はございま

せん。

　

(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

 
(7）従業員数

第１四半期連結会計期間において「ラルフ ローレン ホームコレクション」のライセンス契約が、前連結会計年

度末に終了したことに伴い、ホームファニシング事業における従業員数が39名(うち、12名は他セグメントへ異動)

減少しております。

 
(8) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,938,000

計 7,938,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年11月11日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 4,069,747 4,069,747
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であ
ります。

計 4,069,747 4,069,747 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年９月30日 ― 4,069,747 ― 2,829,844 ― 707,461
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(5) 【大株主の状況】

2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

フリージア・マクロス㈱ 東京都千代田区神田東松下町17番地 461 11.49

日本マスタートラスト信託銀行㈱
(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 258 6.44

明治安田生命保険(相) 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 200 4.98

㈱三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 170 4.25

ツカモト共栄会 東京都中央区日本橋本町１丁目６番５号 148 3.70

㈱レンティック 東京都中央区日本橋浜町１丁目６番４号 142 3.54

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 116 2.89

㈱みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 112 2.81

三菱UFJ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 100 2.51

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区大手町２丁目６番４号 83 2.07

計 ― 1,796 44.69

 

(注) １　所有株式数の千株未満は切り捨てて表示しております。

    ２　当第２四半期会計期間末現在における、日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)の信託業務に係る

株式数については、当社として把握することができないため記載しておりません。

３　2022年５月11日付で公衆の縦覧に供されている株券等の大量保有に関する変更報告書において、SMBC日興証

券株式会社における共同保有者２名が2022年４月29日現在で以下の株式を所有している旨が記載されている

ものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大

株主の状況は株主名簿に基づいて記載しております。

　　なお、当該報告書による株式所有状況は以下のとおりであります。

 

氏名又は名称 保有株券等の数(千株) 株券等保有割合(％)

SMBC日興証券㈱ 40 1.00

㈱三井住友銀行 116 2.85

計 156 3.85
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４　2022年８月５日付で公衆の縦覧に供されている株券等の大量保有に関する変更報告書において、株式会社み

ずほ銀行における共同保有者２名が2022年７月29日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているも

のの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株

主の状況は株主名簿に基づいて記載しております。

　　なお、当該報告書による株式所有状況は以下のとおりであります。

 

氏名又は名称 保有株券等の数(千株) 株券等保有割合(％)

㈱みずほ銀行 112 2.78

アセットマネジメントOne㈱ 58 1.43

計 171 4.21
 

 
５　2022年９月28日付で公衆の縦覧に供されている株券等の大量保有に関する変更報告書において、フリージ

ア・マクロス株式会社が2022年９月20日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社

として当第２四半期会計期間末現在における所有株式数の確認は株主名簿に基づいております。よって上記

大株主の状況は株主名簿に基づき記載しております。

　　なお、当該報告書による株式所有状況は以下のとおりであります。

 
氏名又は名称 保有株券等の数(千株) 株券等保有割合(％)

フリージア・マクロス㈱ 448 11.01
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式普通株式 50,400

完全議決権株式(その他)
普通株式

39,617 同上
3,961,700

単元未満株式
普通株式

― 同上
57,647

発行済株式総数 4,069,747 ― ―

総株主の議決権 ― 39,617 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、4,265株(議決権42個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己保有株式25株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
㈱ツカモト
コーポレーション

東京都中央区日本橋本町
１丁目６番５号

50,400 ― 50,400 1.24

計 ― 50,400 ― 50,400 1.24
 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2022年７月１日から2022年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、新創監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,827,762 2,281,280

  受取手形及び売掛金 ※2  2,502,462 ※2  2,791,119

  電子記録債権 ※2  25,097 ※2  129,842

  棚卸資産 ※1  2,239,293 ※1  2,115,863

  その他 784,672 653,520

  貸倒引当金 △320 △130

  流動資産合計 7,378,968 7,971,496

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,374,638 2,113,662

   土地 10,562,576 10,562,576

   その他（純額） 169,672 106,367

   有形固定資産合計 13,106,887 12,782,606

  無形固定資産   

   その他 73,731 71,586

   無形固定資産合計 73,731 71,586

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,774,796 3,832,449

   出資金 1,500,115 800,115

   退職給付に係る資産 616,916 632,432

   その他 208,160 210,750

   貸倒引当金 △135,501 △135,501

   投資その他の資産合計 5,964,486 5,340,246

  固定資産合計 19,145,105 18,194,439

 資産合計 26,524,073 26,165,936

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,510,523 1,168,177

  電子記録債務 1,087,431 1,391,795

  短期借入金 5,064,000 5,338,000

  1年内返済予定の長期借入金 1,500,000 900,000

  未払法人税等 46,849 58,970

  未払消費税等 81,753 18,025

  ライセンス契約終了損失引当金 132,500 1,753

  その他 606,615 676,330

  流動負債合計 10,029,674 9,553,051

 固定負債   

  長期借入金 1,930,000 2,130,000

  繰延税金負債 2,089,341 2,058,259

  再評価に係る繰延税金負債 12,660 12,660

  退職給付に係る負債 202,636 208,479

  資産除去債務 10,085 10,085

  その他 721,145 734,012

  固定負債合計 4,965,870 5,153,497

 負債合計 14,995,545 14,706,549
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,829,844 2,829,844

  資本剰余金 707,461 712,336

  利益剰余金 6,864,794 6,871,788

  自己株式 △83,150 △60,609

  株主資本合計 10,318,950 10,353,359

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,088,745 1,041,761

  繰延ヘッジ損益 525 △48,240

  土地再評価差額金 9,152 9,152

  退職給付に係る調整累計額 111,154 103,353

  その他の包括利益累計額合計 1,209,578 1,106,027

 純資産合計 11,528,528 11,459,387

負債純資産合計 26,524,073 26,165,936
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 7,339,708 6,940,080

売上原価 4,842,432 5,180,949

売上総利益 2,497,276 1,759,131

返品調整引当金戻入額 28,500 －

差引売上総利益 2,525,776 1,759,131

販売費及び一般管理費 ※1  2,440,520 ※1  1,702,037

営業利益 85,255 57,093

営業外収益   

 受取利息 1,638 1,751

 受取配当金 104,150 119,264

 投資有価証券売却益 － 4,250

 保険配当金 6,527 6,026

 その他 5,283 28,652

 営業外収益合計 117,600 159,944

営業外費用   

 支払利息 52,565 50,414

 手形売却損 1,350 617

 為替差損 1,831 27,270

 その他 1,930 3,702

 営業外費用合計 57,678 82,004

経常利益 145,178 135,033

特別利益   

 雇用調整助成金 ※2  29,273 －

 特別利益合計 29,273 －

特別損失   

 新型コロナウイルス感染症による損失 ※3  25,636 －

 特別損失合計 25,636 －

税金等調整前四半期純利益 148,815 135,033

法人税、住民税及び事業税 45,007 6,229

法人税等調整額 － －

法人税等合計 45,007 6,229

四半期純利益 103,808 128,803

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 103,808 128,803

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 34,721 △46,984

 繰延ヘッジ損益 △3,312 △48,765

 為替換算調整勘定 962 －

 退職給付に係る調整額 △12,648 △7,801

 その他の包括利益合計 19,723 △103,550

四半期包括利益 123,531 25,253

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 123,531 25,253

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 148,815 135,033

 減価償却費 105,649 65,276

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △349 △190

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △27,600 △17,473

 その他の引当金の増減額（△は減少） △28,500 △130,747

 受取利息及び受取配当金 △105,789 △121,015

 支払利息 52,565 50,414

 投資有価証券売却損益（△は益） － △4,250

 雇用調整助成金 △29,273 －

 新型コロナウイルス感染症による損失 25,636 －

 為替差損益（△は益） 2,547 －

 売上債権の増減額（△は増加） 82,027 △431,342

 棚卸資産の増減額（△は増加） △348,496 123,430

 仕入債務の増減額（△は減少） △737,495 42,421

 未払消費税等の増減額（△は減少） △57,117 △63,728

 その他 △22,617 145,823

 小計 △939,997 △206,348

 利息及び配当金の受取額 104,227 115,296

 利息の支払額 △50,991 △52,684

 雇用調整助成金の受取額 26,532 －

 新型コロナウイルス感染症による損失の支払額 △25,636 －

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △29,042 6,620

 営業活動によるキャッシュ・フロー △914,908 △137,115

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △10,000 △10,000

 定期預金の払戻による収入 10,000 10,000

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △135,637 △17,749

 有形及び無形固定資産の売却による収入 － 295,463

 投資有価証券の取得による支出 △855 △137,945

 投資有価証券の売却による収入 － 5,480

 出資金の回収による収入 － 700,000

 その他の支出 △13,744 △31,930

 その他の収入 13,928 29,339

 投資活動によるキャッシュ・フロー △136,310 842,658

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 1,221,000 1,262,000

 短期借入金の返済による支出 △1,375,000 △1,388,000

 リース債務の返済による支出 △8,324 △5,567

 自己株式の取得による支出 △346 △177

 配当金の支払額 △118,112 △120,279

 財務活動によるキャッシュ・フロー △280,783 △252,025

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,585 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,330,416 453,518

現金及び現金同等物の期首残高 2,349,897 1,817,762

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,019,480 ※  2,271,280
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしております。なお、当第２四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
 

 

(会計上の見積りの変更)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日至　2022年９月30日)

(退職給付に係る会計処理における数理計算上の差異の費用処理年数の変更）

退職給付に係る会計処理における数理計算上の差異の費用処理年数について、従来、従業員の平均残存勤務期

間内の一定の年数として７年で費用処理しておりましたが、平均残存勤務期間がこれを下回ったため、第１四半

期連結会計期間より費用処理年数を５年に変更しております。

この結果、従来の費用処理年数によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益はそれぞれ16,243千円増加しております。

 
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。
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(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行）

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度

を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報

告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の

適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 
(譲渡制限付株式報酬制度による自己株式の処分)

当社は譲渡制限付株式報酬制度を導入しており、2022年６月24日開催の当社取締役会において決議した譲渡制限

付株式報酬の割当として、2022年７月20日に自己株式18,900株(総額21,016千円)の処分を実施しております。

 
(新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積り)

前連結会計年度の有価証券報告書における(追加情報)(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積

り)に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありま

せん。

 
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　棚卸資産の内訳

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

商品 2,238,297千円 2,115,147千円

貯蔵品 995千円 715千円
 

 

※２　受取手形及び電子記録債権割引高

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

受取手形 166,499千円 117,770千円

電子記録債権 29,890千円 8,622千円
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(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年９月30日)

荷造運搬費 244,270千円 195,229千円

給料 787,815千円 524,181千円

退職給付費用 △3,450千円 △2,217千円

委託手数料 315,480千円 195,141千円

減価償却費 57,409千円 19,164千円
 

 
※２　雇用調整助成金の内容は次のとおりであります。

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う政府からの特例措置として受け取った助成金を雇用調整助成金として

特別利益に計上しております。

 
※３　新型コロナウイルス感染症による損失の内容は次のとおりであります。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の取組みとして、政府及び各自治体からの営業自粛要請や緊急事態宣言

等の発令を受け、当社グループにおいて店舗等施設の臨時休業や営業時間の短縮を実施いたしました。このた

め、店舗等施設において発生したこれらの対応に起因する費用（主に人件費）を新型コロナウイルス感染症によ

る損失として特別損失に計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年９月30日)

現金及び預金勘定 1,029,480千円 2,281,280千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000千円 △10,000千円

現金及び現金同等物 1,019,480千円 2,271,280千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当金(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日
定時株主総会

普通株式 119,459 30.00 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当金(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 120,017 30.00 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

和装 洋装
ホーム

ファニシング
健康・生活 建物の賃貸

売上高       

外部顧客に対する
売上高

569,849 2,760,885 1,856,914 1,707,703 444,355 7,339,708

セグメント間の
内部売上高又は振替高

133 － 15,655 1,593 37,409 54,792

計 569,983 2,760,885 1,872,570 1,709,297 481,764 7,394,501

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△127,772 26,357 40,008 13,526 280,762 232,884
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 232,884

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △147,628

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 85,255
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 

報告セグメント
 その他

 （注）
合計

和装 洋装
ホーム

ファニシング
健康・生活 建物の賃貸 計

売上高         

外部顧客に対する
売上高

585,015 2,601,896 1,563,718 1,687,549 476,496 6,914,677 25,403 6,940,080

セグメント間の
内部売上高又は振替高

3,759 18,528 - 1,209 40,107 63,604 34 63,638

計 588,775 2,620,425 1,563,718 1,688,759 516,604 6,978,282 25,437 7,003,719

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△102,346 △59,344 207,641 △95,585 274,335 224,700 △45,975 178,725
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規事業等を含んでおります。

 
２.報告セグメントごとの資産に関する情報

第１四半期連結会計期間において、「ホームファニシング事業」の店舗に係る固定資産及び在庫を譲渡したこと

等により、前連結会計年度の末日に比べ「ホームファニシング事業」のセグメント資産が518,835千円減少しており

ます。

 
３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 224,700

「その他」の区分の損失（△） △45,975

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △121,631

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 57,093
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

  (単位：千円)

 報告セグメント

合計
 和装 洋装

ホーム
ファニシング

健康・生活 建物の賃貸

一時点で移転される財
又はサービス

569,849 2,722,467 1,856,914 1,707,703 ― 6,856,934

一定の期間にわたり
移転される財又は
サービス

― ― ― ― 19,284 19,284

顧客との契約から
生じる収益

569,849 2,722,467 1,856,914 1,707,703 19,284 6,876,219

その他の収益 ― 38,418 ― ― 425,070 463,489

外部顧客への売上高 569,849 2,760,885 1,856,914 1,707,703 444,355 7,339,708

 

(注)洋装及び建物の賃貸における「その他の収益」は、リース取引により生じた収益であります。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

  (単位：千円)

 報告セグメント

その他 合計
 和装 洋装

ホーム
ファニ
シング

健康・
生活

建物の
賃貸

計

一時点で移転される財
 又はサービス

585,015 2,566,931 1,563,718 1,687,549 ― 6,403,215 25,403 6,428,618

一定の期間にわたり
移転される財又は
サービス

― ― ― ― 26,768 26,768 ― 26,768

顧客との契約から
生じる収益

585,015 2,566,931 1,563,718 1,687,549 26,768 6,429,983 25,403 6,455,386

その他の収益 ― 34,965 ― ― 449,728 484,693 ― 484,693

外部顧客への売上高 585,015 2,601,896 1,563,718 1,687,549 476,496 6,914,677 25,403 6,940,080

 

(注)洋装及び建物の賃貸における「その他の収益」は、リース取引により生じた収益であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年９月30日)

１株当たり四半期純利益 26円02銭 32円13銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 103,808 128,803

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

103,808 128,803

普通株式の期中平均株式数(株) 3,989,966 4,008,590
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

２ 【その他】

特記事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2022年11月11日

株式会社ツカモトコーポレーション

取締役会　御中

 

新創監査法人
 

東京都中央区     

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 相　　川　　高　　志  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松　　原　　　　　寛  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ツカモ

トコーポレーションの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月

１日から2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ツカモトコーポレーション及び連結子会社の2022年９月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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